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５月９日、中央図書館（津島地区）と鹿田分館（鹿田地区）がリニュー
アルオープンした。学生が集い学べる場所が充実し、新たな「学修の
場」としての機能強化へ大きな一歩を踏み出した岡山大学附属図書
館。改修の狙いやリニューアルした図書館の特徴、今後の改革方針
について沖陽子館長（環境生命科学研究科教授）に聞いた。
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に
取
り
組
む
能
力
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
能
力
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
な
い

ま
ま
大
学
を
卒
業
し
、
社
会
に
出
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
能
力
を
鍛
え
る
仕

掛
け
は
必
須
で
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
の
が
図

書
館
だ
ろ
う
。
図
書
館
に
は
考
え
る
素
材
が
豊

富
に
あ
り
、
そ
れ
を
大
い
に
利
用
し
、
学
生
が

考
え
る
力
を
養
う
と
と
も
に
自
分
の
考
え
に
深

み
を
持
た
せ
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
追
求
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。

―�

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
中
央
図
書
館
、
鹿
田
分

館
の
特
徴
は
。

　

改
修
工
事
の
目
玉
は
図
書
館
の
機
能
強
化
に

多
様
性
を
持
た
せ
、
新
た
な
「
知
」
を
創
造
す

る
場
を
設
け
た
こ
と
だ
。
今
ま
で
の
図
書
館
は

図
書
資
料
を
使
い
な
が
ら
静
か
に
個
人
学
習
す

る
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
学
習

方
法
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
期

待
が
高
ま
る
中
で
学
生
が
と
も
に
学
び
合
う
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ラ
ー

ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」
を
両
図
書
館
に
新
設
し
、

会
話
可
能
な
席
数
が
格
段
に
増
え
た
。

　

中
央
図
書
館
で
は
フ
ロ
ア
ご
と
に
論
語
の

〝
知
好
楽*
〟
を
テ
ー
マ
に
し
た
空
間
づ
く
り
を

推
進
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
や
語
学
学
習
ス

ペ
ー
ス
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
１

階
は
仲
間
と
と
も
に
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
、
パ

ソ
コ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
個
人
学
習
エ
リ
ア
の
あ
る

２
階
は
学
修
の
動
機
付
け
を
し
な
が
ら
「
知
」

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
サ
イ
レ
ン
ト
エ
リ

ア
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
３

階
は
静
か
な
環
境
で
集
中
し
て
学
修
で
き
る
ス

プ
な
ど
で
の
図
書
館
利
用
を
さ
ら
に
促
進
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
使
い
や
す
い
図
書
館
を
目
指

し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
っ
て
採
用
し
た
学
生

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
中
心
に
学
生
の
希
望
や
提
案

を
大
い
に
取
り
入
れ
、
学
生
主
導
型
の
イ
ベ
ン

ト
企
画
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

―�

図
書
館
改
革
の
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と
は
。

　

今
回
の
耐
震
改
修
工
事
で
ハ
ー
ド
面
は
整
備

さ
れ
、「
知
」
の
交
流
拠
点
が
で
き
た
が
、
そ

の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
生
を

取
り
巻
く
環
境
に
多
種
多
様
な
人
の
繋
が
り
を

展
開
さ
せ
る
制
度
化
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
も
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
中
央
図
書
館

を
拠
点
と
し
た
周
辺
エ
リ
ア
を
「
知
好
楽
ゾ
ー

ン
」
と
位
置
付
け
、
学
生
や
教
職
員

ら
の
「
知
」
の
活
動
拠
点

と
し
、
異
世
代
・
異

分
野
交
流
の
場
も
構

―�
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
狙
い
と
は
。

　

変
革
す
る
大
学
に
あ
っ
て
大
学
附
属
図
書
館

を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
て
き
た
。
文
部
科
学
省
か
ら
も

大
学
附
属
図
書
館
の
使
命
と
し
て「
学
修
の
場
」

と
し
て
の
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
る
中
、
岡
山

大
学
附
属
図
書
館
は
耐
震
化
工
事
の
実
施
が
決

ま
り
、
図
書
館
改
革
を
行
う
に
は
タ
イ
ミ
ン
グ

も
よ
く
、
こ
れ
を
機
に
利
用
者
が
望
む
利
便
性

と
機
能
性
に
す
ぐ
れ
た
学
修
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

図
書
館
執
行
部
を
は
じ
め
図
書
館
に
か
か

わ
り
の
深
い
学
生
や
教
職
員
ら
で
「
中
央
図
書

館
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
実
施
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ
、
図
書
館
全
体
の
将

来
構
想
を
練
っ
た
。
図
書
館
の
役
割
と
し
て
重

要
視
す
べ
き
は
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
の
確

立
に
向
け
た
大
学
教
育
の
質
的
転
換
の
実
現

へ
、
図
書
館
に
集
積
さ
れ
た
「
知
」
を
教
育
に

活
用
す
る
空
間
を
つ
く
り
、
多
文
化
・
異
世
代
・

異
分
野
の
人
材
が
集
え
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の「
知
」

と
「
心
」
を
は
ぐ
く
む
交
流
拠
点
こ
そ
、
岡
山

大
学
が
描
く
次
代
の
図
書
館
像
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

そ
の
拠
点
を
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
醸
成
の
基
盤

と
し
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
・
輩
出

す
る
こ
と
も
図
書
館
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
使

命
。
今
日
、
学
生
と
接
す
る
中
で
感
じ
る
の
は
、

学
生
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
臨
機
応
変
に
対
応

し
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な
発
想
の
も
と
能
動
的

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
ら
に
と
っ
て
自

分
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
場
所
で
学
べ
る
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。
教
育
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
研

究
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
図
る
た
め
、
今
年

度
中
に
本
館
２
階
に
院
生
や
研
究
者
、
企
業
・

地
域
関
係
者
ら
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
情
報
を
交

換
で
き
る
場
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
鹿
田
分
館
に
お
い
て
も
利
用
者
の

目
的
に
応
じ
た
ゾ
ー
ン
分
け
を
明
確
に
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
閲
覧
室
の
席
数
も
倍
増
し
、
以
前

よ
り
も
い
っ
そ
う
静
か
な
空
間
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
カ
フ
ェ
「O

N
SA

Y
A

 
CO

FFEE

」
も
併
設
。
息
抜
き
し
な
が
ら
学

べ
る
環
境
が
整
っ
た
。

―�

利
用
す
る
学
生
ら
の
反
応
は
ど
う
か
。

　

中
央
図
書
館
は
正
面
の
時
計
台
脇
の
壁
面
を

ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
分
館
も
外
壁
を
ミ
ラ
ー
ガ

ラ
ス
に
す
る
な
ど
、
学
生
か
ら
「
開
放
的
で
明

る
く
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。
中
央

図
書
館
本
館
１
階
で
は
学
生
ら
が
飲
み
物
を
片

手
に
楽
し
そ
う
に
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ
、
３

階
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
て
共
同
学
習
す
る

学
生
も
多
い
。
正
面
に
加

え
て
東
側
（
マ
ス
カ
ッ

ト
ユ
ニ
オ
ン
側
）
に
も

玄
関
を
設
け
た
こ
と
に

よ
り
学
生
や
教
職
員
ら

の
行
き
来
も
し
や
す
く

な
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ

だ
け
で
満
足
し
て
は
い
け

な
い
。
講
義
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

築
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
図
書
館
を
う
ま
く
使
い
こ
な
さ
な
け

れ
ば
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
め
な
い
わ
け
で
、
そ

う
い
う
意
味
で
は
こ
こ
１
、２
年
が
勝
負
の
年

に
な
る
だ
ろ
う
。「
知
」
の
輪
を
拡
げ
、「
知
」

の
心
を
熱
く
す
る
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
で
の

学
修
を
通
し
、
深
い
普
遍
的
知
性
、
検
証
的
思

考
、主
体
性
、創
造
性
、対
話
力
と
豊
か
な
「
心
」

を
身
に
つ
け
た
学
生
が
将
来
、
学
都
・
岡
山
の

創
成
に
か
か
わ
る
と
と
も
に
世
界
に
大
き
く
羽

ば
た
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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岡山大学附属図書館
グローバル化時代を生き抜く「知」の交流拠点として

＊知好楽
 「これを知る者はこれを好む者に如かず。これ
を好む者はこれを楽しむ者に如かず [ 論語（雍
也篇）]」より引用。「知る」ことは「好む」こ
との境地には及ばない。しかし、「好む」こと
は「楽しむ」ことの境地の奥深さには及ばない
という意味。岡山大学附属図書館が目指す「知
の交流拠点の形成」のコンセプトとして導入。
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閲覧スペース（本館３階）

本館３階には閲覧スペースとサイレントエ
リアがあります。サイレントエリアではより
静かに集中して学習できるよう、パソコン
や電卓は利用できません。パソコンや電卓
を利用する際は隣の閲覧スペースや２階
のパソコンスペースがおすすめです。それ
ぞれの机の間隔を広めにとっており、ゆっ
たりとした空間になっています。

【施設利用の問い合わせ】
　中央図書館／フロアサービスグループ  

▶︎086-251-7318
　鹿 田 分 館／鹿田分館グループ 

▶︎086-235-7050

グループワークスペース
（本館３階）

グループワークスペースは学習個室、グルー
プ学習室、セミナー室で構成されています。
学習個室は学部生の方が１人から、グルー
プ学習室は２人以上で利用できます。自分た
ちのグループだけで集中したいときなどに
おすすめで、特に試験期間には連日満室に
なることもある人気スペースです。

生まれ変わった
　岡山大学附属図書館

特集
Special Section

おすすめ

中央図書館

鹿田分館

閲覧室（３階）

以前は学生から「勉強したいのに席がない」と
いった声も聞かれましたが、今回の改修により
利用できる席数が353席と倍増しました。特に、
３階閲覧室はサイレントスペースとなっており、
個別学習に適し、静かに集中したい人のための
空間となりました。医学系図書は、ここに配架さ
れています（歯学系・看護系は２階）。

僕のおすすめ

は中央図書館本館

１階の語学学習スペース

です。語学学習スペースにはTOEICなどの英語のテ

スト対策の本ばかりがあるわけではありません。みん

なで話し合いながら学習できる「グループ用ブース」

や個人の学習に最適な「個人用ブース」、それにDVD

やアメリカのCNNというニュースを見ることができる

「AVコーナー」があります。

　具体的には、学習ブースはラーニングコモンズ

と違って半個室型のスペースになっているので

グループや個人での学習に集中して取り組むこ

とができます。コンセントがあるのもうれしい

ですね。AVコーナーはテレビをつけるだけ

でCNNが流れ、こんなに簡単に生の英語を聞

ける場所はなかなかないと思います。今回の改

修でできた新しいスペースなのでぜひより多く

の方に利用してほしいですし、特に英語のスキ

ルアップを目指す方にはおすすめです。

　私のおすすめは中央図書館本館１階のリフ
レッシュスペースです。図書館がリニューアル
してできた新しいスペースで、飲み物を
飲んだり、友人と雑談したりしてもいい
ので気軽にくつろげる場所になってい
ます。自動販売機が数台設置してあって
とても便利で、ちょうどマスカットユニオ
ンの隣に位置し、近くに出入り口があるの
で飲み物を買ってきて休憩することもできます。
　このスペースのテーブルは１台につき２、３人
が利用できる大きさですが、移動が可能で、いくつかをくっつけて大人数で利用することもできます。学生の皆さんが授業の空き時間に友人とおしゃべりや試験勉強する姿をよく目にしますが、図書館の新しい在り方を感じられる、個人的にもお気に入りの場所です。　私自身、図書館の学生アシスタントを務めています。リフレッシュスペースの真正面で働いているので、何かあれば遠慮せずにお声かけください。

　 僕のおすすめは鹿田分館１階にあるラーニングコモンズです。ここは２、３階の空間とは違い、み
んなで会話をしながら学習に取り組むことができま

す。普段から多くの学生らが利用している人気のスペー
スで、僕自身も試験前には友人らと集まり、教え合ったり

ディスカッションしたりして理解を深めています。ホワイト
ボードも設置してあるので、視覚的に情報の共有ができます。
　グループ学習のために自分たちだけの空間がほしい―と
いう学生にはセミナー室もおすすめです。ここは10人ほどが
利用できる個室になっており、70型タブレット端末BIGPAD

も備え付けられています。カウンターで簡単に利用手続きが
できるので、ぜひ一度お試しください。

　鹿田分館に併設する「ONSAYA COFFEE」ではエアロプレスで
抽出された香り豊かなコーヒーやエスプレッソ、フレッシュジュー
スなどが味わえます。この時期はブレンド「アフターアワーズ」
を使ったビターでフルーティーな味わいのアイスコーヒーも人気
です。「本日のコーヒー」とアイスコーヒーは、当日レシート持
参で何杯でもおかわり120円！フードメニューも充実していて、
岡山県内外の４店舗から取り寄せたパンを使ったサンドイッチ、
注文してから焼き上げるワッフルもおすすめです。全商品テイク
アウトが可能で、20杯以上の注文でポットサービス（１杯200円）
も行っているので、講義・ワークショップなどでご利用ください。

経済学部４年　河本　直樹

文学部２年　藤田　さくら

医学部２年　紀田　心一

ONSAYA COFFEE 鹿田キャンパス店

図書館活用術

ONSAYA COFFEE鹿田キャンパス店
TEL 086-225-0440
営業時間／平日9：00～21：00、土曜9：00～17：00
定 休 日／日曜・祝日
席　　数／店内32席、屋外21席


